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歯腔の器官培養は， 5 日齢Wistar系ラットの下顎第一臼歯脹を用いて行った。培養液はBGJb me-
dium に F C S (20%) , ascorbic acid (100μg/ml) と抗生物質を加えた液を用い，気相条件を O 2 : 95 
%, CO2 : 5 %とした。この条件下で 4 時間培養した歯佐を固定し，エポン包埋して電子顕微鏡で観察
したところ，分泌期エナメル芽細胞の微細構造はm VIVO のそれと変らず，核，小胞体，ゴルジ装置は正
常な形態と細胞内分布を示していた。
次に，上記培養法に従い歯医を 2 時間予備培養した後に， H R P (1 mg/ml) を培養液に加え， 10, 30 , 















ンを通過させず， in vivo と同じ状態にあることが示された。
次に，コルヒチンで細胞内の輸送を破壊した状態下で加えられたHRPの細胞内外の分布がどのよう
に変化するかを調べた。コルヒチンのみを 1-10μM加えた培養液で 6 時間培養した歯座では， 1μM 
のコルヒチン処理では分泌期エナメル芽細胞に著明な細胞構造的変化を起こさなかったが， 5μM以上
で、は Tomes突起内の分泌頼粒は消失していた。培養液にコルヒチンを 1 -25μM加えた液で 4 時間予
備培養した後に， H R P (1mg/ ml) を加えてさらに 2 時間培養した歯脹では，いずれの濃度でも HR
P は細胞内に取り込まれていたが， 5μM以上のコルヒチン処理ではエナメル芽細胞の遠位部でのHR
P の分布に， 1μMのものとの聞に差がみられた。すなわち， 1μM コルヒチン処理ではHRP は， To 
mes突起内の小胞内や遠位側細胞外で、見られたが， 5μM以上のコルヒチン処理ではHRP は Tomes
突起内や遠位側細胞外にはみられなかった。したがって，細胞内の物質輸送が阻害され， Tomes突起内
や遠位側細胞外にHRPが運ばれなくなることが示された。
以上の結果から， HRP は分泌期エナメル芽細胞の近位や側面から小胞により細胞内に取り込まれ，
一部のものはlysosome系に運ばれるが，多くのものは lysosome系に入ることなく，微小管系による細
胞内輸送機構により小胞や分泌頼粒によって， Tomes突起内に運ばれ，さらに遠位側細胞外に放出され
ると考えられる O これらのことは，分泌期エナメル芽細胞内に近位や側面の細胞外から取り込んだ物質
を遠位側細胞外に向かつて運ぶ輸送路があることを示し，この輸送路に微小管系が関与していることを
示唆している。
論文審査結果の要旨
本研究は発育期ラット臼歯医の器官培養系を用いて，分泌期エナメル芽細胞の物質の取り込みと輸送，
特に細胞内経由の輸送路の存在とその機構について検討を加えたものである。
? ?
本実験では培養臼歯紅、において， HRP の移動を時間経過を追って追跡し，さらにコルヒチン処理後
にこの分布がどのように変化するかをしらべている。その結果，分泌期エナメル芽細胞ではHRP のよ
うな高分子蛋白性物質を近位や側面の細胞表面から取り込み，小胞体やゴルジ装置などの合成系を通る
ことなく，エナメル質表面に向かつて輸送する細胞内経路が存在することと，この輸送路に細胞内微小
管系が関与していることを明らかにしている。
以上のように，本研究は形成期エナメル質への物質輸送に重要な役割をもっ分泌期エナメル芽細胞内
での輸送機構に新しい知見を加えた価値ある業績である。よって本研究者は歯学博士の学位を得るに十
分な資格があると認める。
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